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Self-introduction



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある障害です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　高等部2年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




本日の機器構成
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Chapter 1
Society5.0 

新しい生活様式 
GIGAスクール 

って何？！



Society5.0（ソサエティ5.0）未来の日本の姿



狩猟社会（Society 1.0） 
農耕社会（Society 2.0） 
工業社会（Society 3.0） 
情報社会（Society 4.0）

新たな社会（Society 5.0）って？！

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html


iPadで何かできるの？



タブレット端末の優位性

携帯性（どこでも） 
即時性（いつでも） 
操作性（だれでも） 
カメラ＋コンピューター 
音声認識（音声入力・Siri） 
音声読上（スピーク） 
手書き認識（キーボード） 
AR(拡張現実機能） 
GPS(位置情報）



SAMRモデル



教員への支援



SAMRモデル

1台ｘ役で便利！！



デジカメの代わり（すぐ大きく見せる）



ビデオカメラの代わり（簡単再生）



CDデッキの代わり（どこでも使える）



SAMRモデル

これまでの機器をは違う！！



画像書き込み（電子黒板）



簡単動画編集（こんな事したかった！）



プレイリスト（CDで作るよりの簡単）



SAMRモデル

こんなことやってみたい！！



アナログとデジタルの架け橋（Scannerアプリ）

デジタル書籍を簡単作成



電子書籍



分かりやすい動画の提供

音声のピッチを変えることなく、スロー再生が可能　楽器の練習には最適



先生の苦手さを手伝ってくれる

聴覚でのちょっとしたフォローで集中力アップ！



授業にアクセントを！（業務の効率化）

順番決め　あたり・はずれ　を顔認証で簡単作成



順番決めを顔認証で簡単作成

授業にアクセントを！（業務の効率化）



視覚支援は基本！

ビジュアルタイマーとアラーム音の組み合わせがポイント



SAMRモデル

Society5.0 GIGAスクール



遠隔授業



子ども達への支援





アクセシビリティ



読み上げコンテンツ
読むことの支援



読むことの支援



音声入力

書くことの支援



書くことの支援



話すことの支援



話すことの支援



Siriと検索

生活の支援



生活の支援



創造（自己肯定感）



創造（自己肯定感）



AR（やりたくなる工夫）



まとめ



タブレット端末の良さ 

ICT機器の苦手な人こそ 
が出来なかった事を可能
にする



タブレット活用のポイント 

目的（ねらい）を明確に 
アプリ作成者の意図通りに使わない 
ドリル学習よりも、総合的な学習として 
シンプルに使う 
T2,T3とならないように 
タブレットの特性を活かす 
全員が一律な使い方をしない 
子どもたちに選択権を与える 

・・・



教員が制御しようとしない 

= 

児童・生徒の主体性

ICT機器に苦手な先生ほど可能性はある！ 
（オタクは制御しようとする 
オタクは自分でやりたい） 



教員のさせたいことではなく 

⇓ 

児童・生徒のしたいこと



参考図書

















「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 
2011

魔法のじゅうたん 
2012

http://maho-prj.org/

魔法のランプ 
2013

魔法のワンド 
2014

魔法の宿題 
2015

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・ス
マートフォン等の情報端末の活用が障害
を持つ子どもたちの生活や学習支援に役
立つことを目指し2009年6月から「あき
ちゃんの魔法のポケットプロジェクト」
をスタートしました。 

https://maho-prj.org

魔法の種 
2016

魔法の言葉 
2017

魔法のダイアリー 
2018

魔法のWallet 
2019

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



EDGE



h"p://npo-atds.org 

h"ps://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi



